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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
大きく分類すると3つくらい。もっと細かくいうと，たとえば2についても相手の有無などさまざまな条件の違いがある。


r#I%IcL 5% B4R (Learning by Teaching) |

OFa—9)> 0 Ene T3EH
o Fa—9—fAlICHLFENEHIA5415 (Allen & Feldman, 1973)
o A9t T HREER (Cohen, Kulik, & Kulik, 1982)
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
効果量も比較的高い
小林2020によれば（説明する場合とそうでない場合の比較）
・Fiorella＆Mayer2015　d＝0.77
・Kobayashi2019　g＝0.56
　→中程度～高い効果量
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
知識構築＝knowledge building 
生成的処理＝generative processing
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